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「よっぽど良かったのか 俺の穴」
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イギリスの片田舎でその日暮らしを送るβの青年・リアムが出逢ったのは、

Ωとしての機能が故障したオリヴァーだった。

番に捨てられた影響でフェロモンが出ないにも関わらず、

止まらない発情を一年も持て余しているという。

リアムの新たな仕事とは、そんなオリヴァ―を抱くことで――…

抑圧されていたΩの性を爆発させ、淫らにねだり求めるオリヴァー。

強気な態度とは裏腹に、弱い心をひた隠す彼にリアムはだんだんと惹かれてゆき――
？

描き下ろしはベイビーも登場vハッピーラブラブHを収録。

【リアム・ドーキンス】

気ままに仕事を変え、その日暮らしを送る平凡なβの青年。

自分の出生の関係で、男のΩへの理解はある。

優しく、実は男前で体格も良い。

【オリヴァー・ウィリアム・コークウェル】

代々αの家系の名家に生まれた、唯一のΩ。

高校時代に番をつくったものの、捨てられ、不本意な“番剥がし”に遭う。

その影響でフェロモンが出なくなったにも関わらず、

止まらない発情に身を持て余していた。

強気な態度とは裏腹に弱い一面を隠し持っている。
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耽美漫画

✿ABO

耽美

『又腐又基』

BL漫画

あさじまルイ

#abo漫画

#

评论

作者给オリヴァーΩ的设定下手可真是够狠的 α家系里唯一的Ω 结下番之后被强制解除
身体留下了很可怜的‘后遗症不说’ 在番的期间怀孕又流|产 番的对象还是个渣
之后被家人半强制‘疗养’
这本最触动我的地方还是リアム作为一个β突破了很多‘固有界限’
让オリヴァー解脱出来 末子那部分也是够虐
不过在他遇到リアム之前最黑暗的时光里有那份兄弟情可能是他最后的稻草了
psオリヴァー的番的对象不仅渣到死而且毫无α的存在感
连β都不如。。咋就被这猪给拱了呢

-----------------------------
BxO，有点救赎的感觉，O被强制剥离番，导致一年四季发情。O的家人都是A，唯独他
这个长子是O，家人以疗养的名义把他囚禁起来，并聘请了一个B为他解决发情，两个
人在交往的过程中发生了真情，O原本的番是个人渣

-----------------------------
BxO。我也喜欢BxO。但是说实话，我觉得这个剧情……总之我不太喜欢。后面B用脑
袋顶着枪那里有点…哇，这个B还是很有勇气的…渣A也是真的……



-----------------------------
微博白嫖了前三话，还是不带肉的……人间惨剧

-----------------------------
我看的第一本b x o，我果然看的本还是不太多→_→ 总之这个攻十分的温柔

-----------------------------
3.9
这本画得挺好的，abo背景下的BxO，O之前的A实在是太渣了，解除了番不说还让O一
直处于痛苦之中O并且让O失去了孩子，而且这A后面还敢回来想要破镜重圆目的不过是
因为A现在的伴侣无法生育。还好O遇到了温柔又强大的B，对于这种先做后爱的剧情我
一直都很吃，而B和O最戳我的部分在于无法结番，但是也不想把你让给任何人。B哭着
表白说对不起，我是beta的时候真的真的，突破重重束缚的恋爱啊，心酸却又热烈。

-----------------------------
ABO题材，第一次在漫画里看到BO恋，好吃被alpha番抛弃的人妻omega受，雇佣be
ta攻做佣人解决自己的发情期痛苦，beta攻在过程中爱上omega受，深情表白后两人心
意相通，最后beta攻在渣攻回来之后挺身而出教训了对方，最后omega受怀着beta攻的
孩子双栖双宿，HE！

-----------------------------
作为初单还行吧 受的设定是惨 但就是觉得普通

-----------------------------
做着做着做出爱的故事，高贵而普通，身体发情内心纯情的反差萌？设定英国真是迷惑
，因为日常对话非常日式。
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